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あ れ も こ れ も 感 染 症 予 防第 11 回

　ちょうど１年前に世界に広がり
始めた新しいコロナウイルスの影
響により、世界中で手洗いをする
人やマスクをつける人が増えまし
た。もともと日本ではインフルエ
ンザや花粉症の流行時期を中心に
一般の人々がマスクをつける光景
は珍しくなく、また医療機関では
日常的に使用していました。マス
クは高額・品不足で入手できない、
蛇口をひねってもきれいな水が出
てこない国もある中、日本は本当
に恵まれているのだなあと感じま
す。

◇ ◇ ◇
　その日本では、これ以上子ども
たちの学びの機会が失われないよ
うに、また経済活動を停滞させな
いように、感染対策をしつつ活動
を広げていくという取り組みが行
われています。そのため、「他に
やれそうなことはないでしょうか」
という質問が増えています。
　感染症のリスクを下げる方法は
大きく２つあります。一つは手洗
いのような直接的な方法です。も
う一つは、リスクが生じる原因と
なっている背景や要素、つまり環境
や仕組みに働き掛ける方法です。

◇ ◇ ◇
　新型コロナに罹った人のデータ
がたくさん集まってきてわかった
ことは、重症になる人とならない
人がいる、ということです。重症

留学生や技能実習生の寮で広がっ
た事例があります。
　これから建物を設計したり、多
くの人が生活をする受け入れ場所
を準備する人たちには、見た目や
コストだけでなく、共同生活の中
で感染症が起きた時に、緊急避難
的に対策が取れるような工夫など
もあらかじめ練っておいていただ
くことが大切です。
「ここに窓があったらなあ」「ト
イレのここに水道をつけておけば
よかった」「やはり個室にすべき
だった」と、いろいろな嘆きを聞
いています。今後新しいことを計
画する際には、バリアフリーや地
震・火事発生時の備えをするよう
に、「体調が悪い人がいたら」「感
染症が流行したら」についてもぜ
ひ考えてみてください。

化のリスクについては、遺伝的な
ことなど現在研究が進められてい
ることもありますが、既にわかっ
ている身近なものでは、タバコを
吸っている（吸っていた）、肥満、
管理されていない高血圧や糖尿病
などがあります。
　感染症の対策は地味なものが多
いですが、病気になった時に苦し
まないようにと願い、今まで以上
に働き掛けをしていきたいと私自
身が思っている部分です。

◇ ◇ ◇
　感染症になる人はゼロにはなり
ませんが、それが周囲の人に広が
らないようにすることが目標です
ので、同時期に狭い空間にたくさ
んの人がいなくていいようにする
ことも工夫の一つです。これまで
にも結核や風疹などの感染症が、
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● 他の人の食べ残しを食べないようにしましょう。

● みんなで一緒に使うものは、使用後によく洗いましょう。

●直接口をつけるものの共有は避けましょう。

● 家に帰ったら手を洗いましょう。

● 換気をしましょう。

東京都港区の家庭内感染を予防するためのリーフレットより抜粋。
ダウンロードは以下のURL、
https://www.city.minato.tokyo.jp/kouhou/documents/leaflet.pdf　またはこちらから➡

家の中での感染予防（５つの工夫）
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